
前 回 定 例 会 以 降 の 動 き 

 
柏崎市危機管理部 防災・原子力課 

 
 
１ 市長 東海村長訪問及び東海発電所・東海第二発電所視察【６月１０日】 

・櫻井市長が茨城県東海村に山田村長を訪ね、避難計画や原子力施策について意

見交換。 

・その後、日本原電（株）東海発電所及び東海第二発電所を視察した。 

 

２ 安全協定に基づく状況確認【６月１１日】 

   ・新潟県、刈羽村と共同で実施。 
   ・安全対策（自主対策設備）として、格納容器ｐＨ制御装置についての説明を受

け、その後現場確認を行った。 
   ・６、７号機 廃棄物処理建屋（管理区域）におけるけが人の発生について、あら

ためて報告を受け、発生場所の現場確認を行った。 
 

３ 第 153 回新潟県原子力発電所周辺環境放射線測定技術連絡会議 出席【６月１２日】 

   平成 30 年度の環境放射線監視調査結果等について審議を行った。 

 

４ 令和元年度第１回新潟県原子力発電所温排水等漁業調査技術連絡会議 出席 

【６月１８日】 

   平成 30 年度柏崎刈羽原子力発電所温排水等漁業影響調査結果等について審議を

行った。 

 

５ 市長 東京電力ホールディングス株式会社へ申入書を提出【６月１９日】 

   ６月 18 日に発生した山形県沖を震源とする地震に伴う柏崎刈羽原子力発電所か

らの通報連絡ＦＡＸの記載ミスについて、徹底的な原因の解明と検証、抜本的な改

善策を講じることを申し入れる東京電力ホールディングス（株）小早川社長宛ての

文書を、同社設楽柏崎刈羽原子力発電所長に提出した。また、市議会も２６日に同

様の申入書を提出した。 

 

６ 原子力規制委員会及び原子力規制庁へ要望書を提出【６月２６日】 

   委員長及び柏崎刈羽原子力規制事務所長の会見で述べられた柏崎刈羽原子力発

電所からの通報連絡ＦＡＸの記載ミスに対する所見を踏まえ、３つの事項について

見解を求める要望書を提出した。 

 

７ 原子力災害対応指定職員研修【６月２４日～２７日】 

   原子力災害時に住民避難の支援等を担う市職員に対する研修会を開催した。 
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柏崎市は、新潟県、刈羽村と共同で、令和元（2019）年度 1 回目の安定ヨウ

素剤の事前配布を行います。 

1 対象者（約 5,200 人） 

5 月末現在、PAZ（原子力発電所から概ね 5 キロメートル圏内）内にお住まい

の方で、次の（1）～（4）のいずれかに該当する方です。 

（1） 今年 2 月以降に新たに転入・転居および出生された方 

（2） これまでに安定ヨウ素剤の事前配布を受けていない方 

（3） 事前配布された安定ヨウ素剤の使用期限が切れている方 

（4） 今年度、3 歳・13 歳になり、安定ヨウ素剤の追加事前配布を受けていな

い方 

 

2 事前配布日時・会場 
 

期 日 受付時間 会 場 

令和元（2019)年 7 月 6 日(土曜日) 午前 10 時～午後 5 時 
刈羽村生涯学習センターラピカ 
所在地：刈羽村大字刈羽 100  

令和元(2019)年 7 月 7 日(日曜日) 午前 10 時～午後 5 時 
柏崎市文化会館アルフォーレ 
所在地：柏崎市日石町 4-32 

 

3 事前配布の流れ 

 （1） 安定ヨウ素剤の効用や副作用に関する DVD を視聴する。 

 （2） 薬剤師や保健師によるチェックシート確認や、医師問診が服用可否の判

断を受ける。 

 （3） その結果、服用可の方に対して安定ヨウ素剤（3 歳未満の乳児にはゼリ

ー状剤）を事前配布する。 

※事前配布は、配布対象者本人のほか、代理人も受領することができます。 

ただし、代理人は、同居の家族など、配布対象者本人の服用薬や健康状態を把

握している方に限ります。 

 

4 対象者への周知 

対象者に開催案内とチェックシートを 6 月中旬に送付します。 
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